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名
古
屋
市
で
は
、
平
成

23
年
度
に
、
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
主
に
「
経
費

の
抑
制
と
平
準
化
」
を
掲

げ
、
公
共
施
設
の
管
理
、

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
従
来

の
施
設
改
修
工
事
期
間
を

延
ば
す
た
め
、
保
有
す
る

施
設
を
１
件
ず
つ
調
査
し
、

時
間
を
か
け
て
建
物
の
寿

命
を
算
出
し
て
い
ま
し
た
。

焼
津
市
で
は
、
施
設
の

複
合
化
や
統
合
化
の
ほ
か

に
、
隣
接
自
治
体
と
施
設

　

札
幌
市
中
央
図
書
館
は
、

「
本
の
森
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
、
本
年
４
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
１
階
ロ
ビ
ー
に

は
カ
フ
ェ
が
あ
り
、
閉
館

後
の
ロ
ビ
ー
で
は
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
ロ

ビ
ー
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
。

　

剣
淵
町
は
、「
剣
淵
の

子
供
た
ち
に
残
せ
る
も
の

を
」
と
、「
絵
本
の
館
」

を
整
備
し
、
絵
本
の
里
づ

く
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

「
け
ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
大

賞
」
や
「
け
ん
ぶ
ち
絵
本

ま
つ
り
」
を
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。
絵
本
の
里
づ

　

高
石
市
で
は
、
昨
年
の

７
月
に
完
成
し
た
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
利
用
し
、

み
ん
な
で
集
う
「
毎
日
が

元
気
健
幸
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
運
動
が
長
続

き
し
な
か
っ
た
人
で
も
、

参
加
者
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
う

こ
と
で
、続
け
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

豊
岡
市
で
は
、
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
推
進
す
る
「
歩

(

あ
る)

キ
ン
グ
推
進
事

こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
を

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て

図
書
館
の
ロ
ビ
ー
を
活
用

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
推
進
し

　
「
健、

幸、

」
の
ま
ち
づ
く
り
を

の
相
互
利
用
を
行
う
な
ど

の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民

に
対
し
、
公
共
施
設
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ

く
り
と
い
う
観
点
に
主
眼

を
置
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
た
り
、
職
員
へ

の
周
知
徹
底
も
図
っ
て
い

ま
し
た
。

【
意
見
・
感
想
】

名
古
屋
市
の
取
り
組
み

は
、
丁
寧
で
あ
り
、
財
源

説
明
が
明
確
で
あ
る
反
面
、

時
間
と
コ
ス
ト
も
か
か
る

く
り
活
動
は
広
が
り
を
見

せ
、
平
成
24
年
に
は
剣
淵

町
を
舞
台
に
し
た
映
画

「
じ
ん
じ
ん
」
が
製
作
さ

れ
ま
し
た
。

　

石
狩
市
民
図
書
館
は
、

昨
年
、
東
日
本
大
震
災
を

機
に
交
流
が
始

ま
っ
た
宮
城
県
名

取
市
、
石
狩
市
の

友
好
都
市
で
あ
る

石
川
県
輪
島
市
と
、

友
好
図
書
館
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

【
意
見
・
感
想
】

札
幌
市
の
よ
う

に
、
従
来
の
図
書

館
の
あ
り
方
に
と

ら
わ
れ
な
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

場
と
し
て
の
空
間

業
」
と
し
て
、
毎
週
火
曜

日
を
「
歩(

あ
る)

キ
ン

グ
デ
ー
」
と
す
る
ほ
か
、

歩(

あ
る)

キ
ン
グ
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
自
分
に

合
っ
た
コ
ー
ス
で
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。

【
意
見
・
感
想
】

高
石
市
は
、
本
市
と
同

じ
平
坦
な
地
形
で
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
は
取
り
組
み

や
す
い
。
ま
た
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
活
性
化

し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
へ
の
参
加
を
促
す
べ

き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

健
康
福
祉
委
員
会

大
阪
府
高
石
市
／
兵
庫
県
豊
岡
市

こ
と
。
ま
た
、
焼
津
市
の

取
り
組
み
は
、
本
市
に
お

い
て
も
参
考
と
す
べ
き
と

い
う
意
見
が
あ
り
、
今
後

も
調
査
・
研
究
を
進
め
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◀
５
月
14
日　

　

石
狩
市
民
図
書
館
に
て

総
務
委
員
会

愛
知
県
名
古
屋
市
／
静
岡
県
焼
津
市

◀
５
月
14
日　

焼
津
市
役
所
に
て

文
教
・
建
設
委
員
会

北
海
道
札
幌
市
／
北
海
道
剣
淵
町
／
北
海
道
石
狩
市

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

剣
淵
町
は
、
絵
本
を
通

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
点
が
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
石
狩
市
の
よ
う

に
、
本
市
に
お
い
て
も
、

他
の
図
書
館
と
交
流
を

図
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

豊
田
市
は
、
豊
田
市
市

民
活
動
促
進
計
画
を
策
定

し
て
お
り
、
市
民
と
行
政

職
員
が
共
に
学
べ
る
研
修

制
度
の
創
設
の
ほ
か
、
市

民
活
動
団
体
と
企
業
・
行

政
と
の
つ
な
ぎ
役
で
、
市

民
活
動
団
体
へ
の
助
言
等

も
行
う
市
民
活
動
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
「
つ
な
ぎ

す
と
」
の
養
成
等
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

小
牧
市
は
、
市
民
活
動

市
民
活
動
団
体
や
個
人
か
ら
の

提
案
を
事
業
化
す
る
仕
組
み

▲５月 12 日　豊田市役所にて

団
体
と
行
政
が
、
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
た
協
働

事
業
を
提
案
し
て
、
一
緒

に
取
り
組
む
協
働
提
案
事

業
化
制
度
を
実
施
し
て
お

り
、
行
政
の
提
案
だ
け
で

な
く
、
市
民
活
動
団
体
か

ら
の
事
業
提
案
や
、
個
人

か
ら
の
ア
イ
デ
ア
提
案
も

で
き
る
よ
う
、
仕
組
み
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
意
見
・
感
想
】

市
民
生
活
委
員
会

愛
知
県
豊
田
市
／
愛
知
県
小
牧
市

豊
田
市
は
、
つ
な
ぎ
役

と
し
て
機
能
し
て
い
る

「
つ
な
ぎ
す
と
」
の
重
要

性
を
認
識
し
ま
し
た
。

小
牧
市
は
、
行
政
に
な

い
視
点
か
ら
の
提
案
を
期

待
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

　

閉
会
中
に
実
施
し
た
視
察
に
つ
い
て
、
６
月

６
日
の
本
会
議
冒
頭
に
各
委
員
長
か
ら
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
議
会
広
報
委
員
会
は
17
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

▶
５
月
14
日　

豊
岡
市
役
所
に
て

議員の寄附禁止
のルール

議員の寄附禁止
のルール

贈らない！
議員がイベント等で寄附をすること。

求めない！
有権者や町会等各種団体が議員に寄
附を要求すること。

受け取らない！
議員が寄附を持ってきても有権者や
町会等各種団体は受け取らないこと。

　議員が選挙区内の人や団体
にお金や物を贈ることは、時
期や理由を問わず法律で禁止
されています。また、有権者
が議員に対し、寄附を求める
ことも禁止されています。


